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札幌社保協21回総会が7/14に開催され、加入団体

から40人が参加しました。

記念講演は、NPO法人札幌高齢者住まいのサポート

センター代表理事 小番一弘氏に「高齢者と住まいの問

題」を話していただきました。高齢者の住まいの問題は

社会問題にもなっており、住まいや高齢者へのサポート

活動をされている小番さんの経験を聞き、参加者からも

大変勉強や参考になったとの声が出ていました。

【参加者の討論から】

◎<地区労連>無期雇用への転換が進んでいるいる一方で、逃れるために雇用を切る会社

も出ている。安すぎる最賃を上げないと貧困解決にならない。◎<北区守る会>NPOで

ホームレス支援をしており昨年1年間で103人がシェルターを利用。住宅保障は大きな

問題。◎<北区社保協>介護保険の仕組みを変える運動を。後期高齢者の2割負担に反対

する大きな運動が必要。◎<白石社保協>活動の立て直しのために懇談会を開催し、

21/23の団体代表が参加した。◎<新婦人>子ども医療費ネットでは札幌市あての署名

を計画しているので、協力をお願いしたい。◎<共産党市議団>精神障害者への市営交通

運賃割引、就学援助の3月給付、手話言語条例の制定など運動と共に実現してきた。

北海道社保学校in札幌の成功を
総会方針案、決算・予算は全体で承認され、9/24開催の道社保学校の成功のために、現地の社保協として

がんばることも確認しました。役員では、代表委員に高崎裕子氏、佐藤宏和氏、野上徹哉氏のほか、道勤医協

の理事長交代による田村裕昭氏、事務局長には新たに、道勤医協の村井勇太氏（写真右下）を選出しました。

6月中旬に住民税や国保・介護・後期高齢者医療保険料の納付

書がいっせいに届き、各区の国保・介護・後期高齢者医療110番

連絡会と社保協では18日～28日にかけていっせい相談会を開

催。全市で6.5万枚の案内ビラを配布するなど宣伝し、6月では9

区の相談会には46人・50件の相談が寄せられました。

【厚別区】40代の女性は病気で退職しましたが、H30年度国保

料543.760円、住民税243.200円の請求が届きました。とても

払えないと相談に来て、保険料は所得激減で7割軽減の23,310

円になり、住民税は減免非該当でしたが、分割納付にしました。

【白石区】白石区の連絡会は、団地や地域に数千枚の案内ビラを配布し、各団体機関紙にも入れてもらった

ほか、北海道新聞へ15,000枚を入れました。その効果もあり、6/28午前の相談会に10件の相談があり、

待っている人が並ぶほどでした。70代の一人暮らしの女性は、年110万円ほどの年金で民間賃貸住宅で暮

らしています（市住は応募し続けているが当たらない）。介護保険料の相談が主で、低所得減免に該当する

ので申請をすることにしました。病院にも行けないという話も出され、勤医協の無料低額診療の紹介と、介

護施設の入所相談についても話を聞き、少し安心して帰って行きました。 



「札幌の子ども医療費を中学校卒業まで無料に！」

緊急！札幌市長への要請署名

スタート集会！

日時  ７月３１日（火）

     １８：３０～２０：００

場所  菊水ビル４階 大会議室

緊急報告 「子どもの貧困と医療の現場から」

岡田 靖さん
小児科医

子ども医療費無料化求める北海道ネットワーク共同代表

【主催】子ども医療費無料化求める北海道ネットワーク＠さっぽろ

【呼びかけ団体】新婦人札幌協議会、札幌社会保障推進協議会

札幌市の子ども医療費の助成は、小学校１年生までで、小学２年生

からは、大人と同じ「３割負担」です（入院は中学３年生まで助成）。

政令指定都市の中でも、札幌市の助成はワースト１です。

秋元市長は、３年前の市長選公約に、子育て支援として「医療費の

小学校までの拡充」を挙げていましたが、実現したのは、「２０１８年

４月から小学校１年まで無料」の１学年のみでした。今後の年齢拡充

の約束もなく、来年の市長選を迎えます。

私たちの要望は、札幌市でも経済的理由で受診をためらうことなく、

誰でも安心して医療がうけられるように「せめて中学校卒業まで無料

に」することです。ぜひ、年齢拡充、完全無料化をもとめて、市長あ

て署名のとりくみにご協力おねがいします。


